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一
．
は
じ
め
に

保
科
孝
一
が
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
著
し
た
『
国
語
学
小
史
』
は
、日
本
に

お
け
る
最
初
の
「
国
語
学
史
」
概
説
書
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

幕
末
の
日
本
語
研
究
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。

第
四
期
は
、
如
何
な
る
状
態
に
あ
つ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
此
時
代
は
内
外
多

事
所
謂
兵
馬
倥
偬
の
際
で
あ
り
ま
し
て
、
悠
々
学
事
に
日
を
送
る
と
い
う
ふ
こ

と
は
出
来
な
い
。
天
下
の
志
士
皆
蹶
起
し
て
身
を
国
事
に
委
ね
た
時
代
で
あ
り

ま
し
た
。
故
に
学
術
の
研
究
は
其
種
類
の
如
何
を
問
は
ず
、
一
般
に
衰
微
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
国
学
の
如
き
は
隠
士
の
手
に
落
ち
て
、
殆
ど
世
の
中
に

顕
は
れ
な
い
様
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
維
新
の
原
動
力
は
、
た
と
へ
国
学
の
力

興
つ
て
多
き
に
居
る
と
は
申
せ
、
此
時
代
に
於
て
は
国
学
者
の
地
位
は
全
く
萎

靡
し
て
振
は
な
か
つ
た
で
あ
り
ま
す
。（

保
科
（
一
八
九
九
）
三
八
三
頁
〜
三
八
四
頁
）

こ
こ
で
い
う
「
第
四
期
の
国
語
学
」
と
は
、
日
本
語
研
究
の
歴
史
の
区
分
に
お
け

る
、
橘
守
部
以
後
明
治
十
九
年
ま
で
の
研
究
を
指
し
て
い
る
。
具
体
的
な
時
代
区
分

は
「
第
一
期　

契
沖
以
前
の
国
語
学
、第
二
期　

国
語
学
勃
興
の
時
代
（
契
沖
よ
り
宣

長
ま
で
）、
第
三
期　

国
語
学
隆
盛
の
時
代
（
宣
長
以
後
守
部
ま
で
）、
第
四
期　

国
語

学
衰
微
の
時
代
（
守
部
以
後
明
治
十
九
年
ま
で
）、
第
五
期　

明
治
十
九
年
以
後
（
大
学

に
博
言
学
科
を
か
れ
て
よ
り
以
後
）」（
保
科
（
一
八
九
九
）
一
六
頁
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

近
世
の
日
本
語
研
究
を
国
学
の
展
開
を
「
勃
興
・
隆
盛
・
衰
微
」
と
捉
え
た
上
で
の

叙
述
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ
の
国
学
の
展
開
と
い
う
観
点
は
、
中
野
虎

三
が
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
著
し
た
『
国
学
三
遷
史
』
に
も
見
ら
れ
、こ
こ
で

は
「
勃
興
・
完
成
・
衰
移
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、幕
末
は
国
学
に
と
っ

て
も
、
国
語
学
に
と
っ
て
も
、「
衰
微
」
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
衰
微
」
と
さ
れ
る
時
代
の
日
本
語
研
究
と
し
て
、『
国
語

学
小
史
』
に
は
十
四
名
（
足
代
弘
訓
、
鹿
持
雅
澄
、
鶴
峯
戊
申
、
長
野
義
言
、
鈴
木
重
胤
、

萩
原
広
道
、
中
島
広
足
、
黒
川
春
村
、
野
々
口
隆
正
、
物
集
高
世
、
権
田
直
助
、
堀
秀
成
、
高

橋
残
夢
、
岡
本
保
孝
）
の
学
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
岡
本
保
孝
に
つ
い
て
は
、

狩
谷
棭
斎
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
漢
学
者
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
清
水
浜
臣

に
も
師
事
し
た
こ
と
か
ら
見
て
国
学
と
は
縁
が
深
く
、
ま
た
、
他
は
全
て
国
学
者
と

称
し
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
幕
末
の
国
語
学
を
「
衰
微
」
の
時
代
と
見
做
す
こ
と
は
、
保
科
の
独

創
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
保
科
の
『
国
語
学
小
史
』
は
、
中
野
の
『
国
学

三
遷
史
』
の
記
述
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
国
語
学
小
史
』
刊
行
の
数
年

前
に
あ
た
る
明
治
二
九
年
度
・
明
治
三
〇
年
度
に
、
上
田
万
年
が
帝
国
大
学
文
科
大

学
に
お
い
て
「
国
語
学
史
」
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
講
義
録
（
新
村
出
筆

録
）
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
保
科
と
同
様
の
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

1853
〔
嘉
永
六
年
〕
亜
米
利
加
ノ
船
来
リ
、
…
…
徳
川
氏
ノ
根
本
ア
ヤ
フ
ク

ナ
レ
リ
。
之
ヨ
リ
、
文
芸d

ecay

〔
衰
微
〕
ニ
入
レ
リ
。
有
力
者
ハ
国
事
ニ
奔

幕
末
国
学
言
語
論
と
国
語
学

山　

東　
　
　

功



一
四
三

幕
末
国
学
言
語
論
と
国
語
学

451

リ
シ
ガ
故
ニ
、
学
者
ハ
下
レ
リ
。

維
新
ニ
ハ
、
無
学
者
、
漢
学
者
〔
ガ
〕
勢
力
ヲ
有
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
勢
力
、

語
学
者
ニ
ナ
シ
。1850-1888

（
？
）
頃
マ
デ
ハ
、
衰
微
極
マ
ル
。（
中
略
）

　
　

堀
秀
成
、
権
田
直
助
（
相
州
）、
谷
千
生
、
野
々
口
隆
正
、
鈴
木
重
胤
、
黒

川
春
村
（
第
二
期
ニ
近
シ
。）

コ
レ
ラ
ハ
、
社
会
ヨ
リ
忘
レ
ラ
レ
タ
リ
。（
古
田
校
訂
（
一
九
八
四
）
一
七
七
頁
）

上
田
の
場
合
も
、「
徳
川
氏
時
代
国
語
学
史
上
ノ
三
時
期
」
と
し
て
、
本
居
宣
長
没

年
（
一
八
〇
一
年
）、
橘
守
部
没
年
（
一
八
四
九
年
）、
明
治
維
新
（
一
八
六
九
年
）
を
挙

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
勃
興
・
完
成
・
衰
微
」
の
時
代
と
総
括
し
て
い
る
。
保
科
の
『
国

語
学
小
史
』
は
上
田
の
講
義
録
を
そ
の
ま
ま
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
も

存
在
す
る
が①
、
細
部
に
お
い
て
異
な
っ
た
記
述
箇
所
も
多
く
、
断
言
は
で
き
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
、
近
世
国
学
が
「
勃
興
・
完
成
（
隆
盛
）・
衰
微
」
し
た
と
す
る
認
識
の

下
、
具
体
的
に
は
幕
末
国
学
の
ど
の
よ
う
な
側
面
が
「
衰
微
」
と
見
な
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
日
本
語

研
究
の
歴
史
で
あ
る
「
国
語
学
史
」
編
述
に
お
い
て
、
近
代
以
前
に
お
け
る
研
究
内

容
の
取
捨
選
択
と
そ
の
評
価
は
、
近
代
以
降
の
「
国
語
学
」
成
立
と
不
可
分
の
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。

本
稿
は
、『
国
語
学
小
史
』
に
お
い
て
「
衰
微
」
の
時
代
と
評
さ
れ
た
幕
末
の
国
学

に
関
し
て
、
日
本
語
研
究
の
観
点
か
ら
注
目
す
べ
き
著
述
を
取
り
上
げ
、
国
語
学
の

成
立
に
お
い
て
幕
末
の
国
学
は
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
考
察
を
試
み

る
も
の
で
あ
る②
。

二
．
幕
末
国
学
言
語
論
へ
の
視
点

上
田
万
年
の
国
語
学
史
講
義
録
に
お
い
て
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
で
は
、
幕
末
の

国
学
者
が
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
他
の
箇
所
で
の
書
き
込
み

等
も
含
め
て
、
講
義
録
全
体
を
見
て
み
る
と
、
鶴
峰
戊
申
、
物
集
高
世
、
白
井
寛
蔭
、

新
井
守
村
、
岡
本
保
孝
ら
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る③
。
た
だ
し
、
そ

れ
ら
の
著
述
内
容
等
が
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
評
価
の
対
象
は
ど
う
い
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

一
方
、『
国
語
学
小
史
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
国
学
者
に
つ
い
て
は
、
鶴
峯
戊
申

『
語
学
新
書
』、
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』、
中
島
広
足
『
増
補
雅
言
集
覧
』
が
特
に

注
目
さ
れ
る
他
は
、「
も
ち
ろ
ん
一
二
の
点
に
於
て
は
、
進
歩
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
体
と
し
て
は
幾
何
も
進
歩
し
て
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。」（
保

科
（
一
八
九
九
）
三
八
四
頁
）
と
い
う
調
子
で
、
ほ
と
ん
ど
酷
評
に
近
い
。
た
と
え
注

目
さ
れ
る
研
究
で
あ
っ
て
も
、
蘭
文
典
を
も
と
に
し
た
日
本
語
文
法
書
で
あ
る
『
語

学
新
書
』
に
至
っ
て
は
、「
要
す
る
に
、
戊
申
は
日
本
語
の
研
究
に
は
、
余
り
深
く
な

か
つ
た
様
で
あ
り
ま
す
。
極
く
浅
薄
な
る
研
究
を
以
て
、
蘭
文
典
の
法
式
を
当
て
は

め
た
も
の
で
す
か
ら
、
不
完
全
な
る
こ
と
は
素
よ
り
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
一
部
に

纏
つ
た
文
典
と
し
て
は
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
の
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ま
す
。」

（
保
科
（
一
八
九
九
）
四
〇
八
頁
）
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
内
容
よ
り
も
、
そ
う
し
た

研
究
の
事
実
を
取
り
上
げ
た
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
黒

川
春
村
、
物
集
高
世
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
で
あ
っ
た
黒

川
真
頼
や
物
集
高
見
の
父
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
明
治
期
に
お
い
て
も
縁
の
深
い
国

学
者
と
い
う
こ
と
の
一
点
で
、
言
及
す
べ
き
対
象
と
し
た
の
か
と
、
穿
っ
て
見
る
こ

と
も
で
き
そ
う
で
あ
る④
。

さ
て
、
そ
う
し
た
酷
評
の
続
く
時
期
に
お
い
て
、
研
究
の
事
実
に
つ
い
て
の
取
り

上
げ
と
と
も
に
、
鹿
持
雅
澄
、
鶴
峯
戊
申
、
鈴
木
重
胤
、
野
々
口
隆
正
、
堀
秀
成
、

高
橋
残
夢
ら
に
つ
い
て
は
、彼
ら
の
音
義
説
や
言
霊
論
（
以
下
「
音
義
言
霊
論
」）
へ
の

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
音
義
言
霊
論
に
つ
い
て
は
時
枝
誠
記
が
、
一
九
四
〇

年
に
著
し
た
『
国
語
学
史
』
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
言
霊
な
る
思
想
は
、
近
世
国
学
の
発
展
と
共
に
再
び
復
活
し
、
そ
の
原
始



一
四
四

452

的
信
仰
に
新
た
な
意
味
が
加
へ
ら
れ
、
近
世
末
期
に
至
つ
て
特
に
そ
れ
が
強
調

せ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
の
は
、
一
方
に
国
語
研
究
の
著
し
い
発
展
に
よ
つ
て
、

国
語
に
整
然
た
る
法
則
の
存
在
す
る
こ
と
が
発
見
せ
ら
れ
、
言
霊
の
力
は
か
ゝ

る
言
語
に
よ
つ
て
始
め
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
る
に
至

つ
た
が
為
で
あ
る
。言
霊
の
信
仰
が
、近
世
末
期
の
国
語
の
学
問
的
研
究
に
よ
っ

て
認
証
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。 

（
時
枝
（
一
九
四
〇
）
一
八
九
頁
）

音
義
言
霊
論
が
幕
末
国
学
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
思
潮
と
な
っ
た
こ
と
を

示
し
た
も
の
だ
が
、
そ
う
し
た
研
究
は
明
治
以
降
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受

け
る
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
先
の
保
科
の
言
及
は
、
時
枝
の
評
価
と

少
し
異
な
っ
た
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
保
科
の
場
合
は
、
国
語
学
「
衰
微
」
の
実

例
と
し
て
音
義
言
霊
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
時
枝
の
場
合
は
、
そ

の
意
義
を
積
極
的
に
捉
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
時
枝
は
、
音
義
言

霊
論
（『
国
語
学
史
』
で
は
「
音
義
言
霊
学
派
」）
に
つ
い
て
、「
そ
れ
が
若
し
、
到
達
す

べ
き
極
点
に
ま
で
至
つ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
更
に
新
ら
し
い
言
語
に
対
す
る
観
点

が
生
ま
れ
た
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
暇
な
く
し
て
西
洋
言
語
学
が
こ
れ
に
取
つ
て
代
る

こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。」（
時
枝
（
一
九
四
〇
）
一
九
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
更

に
新
ら
し
い
観
点
」
が
時
枝
の
主
張
す
る
言
語
過
程
説
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
音

義
言
霊
論
へ
の
評
価
は
、
国
語
学
の
内
部
に
お
い
て
も
、
一
定
程
度
存
在
す
る
こ
と

が
確
認
で
き
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
評
価
は
時
枝
に
限
ら
ず
、
す
で
に
上
田
万
年
の
主
張
の
中

に
も
見
ら
れ
る
。
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
刊
行
の
大
矢
透
『
国
語
遡
原
』
に
寄
せ

た
上
田
の
序
文
（「
国
語
遡
原
序
」、
後
に
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
刊
行
の
『
国
語
の

た
め　

第
二
』
所
収
）
で
は
、
貝
原
益
軒
の
語
源
常
感
説
や
新
井
白
石
の
歴
史
的
語

源
研
究
、
富
士
谷
成
章
の
一
元
分
殊
論
の
他
、「
篤
胤
守
部
残
夢
元
盛
等
が
種
々
に
解

釈
を
試
み
た
る
一
音
一
義
説⑤
」
や
鈴
木
朖
や
物
集
高
世
の
「
オ
ノ
マ
ト
ポ
エ
チ
ッ
ク

説
」
に
つ
い
て
触
れ
、「
そ
れ
〳
〵
一
種
異
様
の
光
彩
を
、
語
学
史
上
に
放
て
る
も
の

に
あ
ら
ず
や
」（
安
田
校
注
（
二
〇
一
一
）
三
一
六
頁
）
と
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
お

り
、
一
音
一
義
説
と
し
て
の
音
義
言
霊
論
に
つ
い
て
も
明
確
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い

る
。そ

の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
国
語
学
史
的
な
「
衰
微
」
の
意
味
が
重
要
と
な
っ
て

く
る
が
、
そ
れ
は
「
国
語
」
の
編
制
に
お
い
て
最
も
重
要
な
「
辞
書
」
の
編
纂
と
、

西
洋
の
歴
史
言
語
学
的
批
判
に
耐
え
う
る
「
音
韻
」
と
「
文
法
」
の
研
究
の
有
無
に

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
国
語
学
の
「
隆
盛
」
と
さ
れ
る
時
期
（『
国
語
学
小

史
』
で
は
「
第
三
期
」）
に
は
、
本
居
春
庭
や
鈴
木
朖
、
東
条
義
門
ら
に
よ
っ
て
精
緻
な

活
用
研
究
が
展
開
し
、
石
川
雅
望
が
『
雅
言
集
覧
』
を
編
纂
す
る
な
ど
、
い
わ
ば
西

洋
言
語
学
に
遜
色
無
い
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
が
幕

末
に
な
る
と
、
世
情
の
喧
し
さ
と
も
呼
応
し
、
一
転
し
て
「
衰
微
」
の
時
代
と
な
る
。

そ
し
て
、
そ
の
時
代
を
色
濃
く
反
映
す
る
研
究
内
容
が
音
義
言
霊
論
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
明
治
以
降
の
評
価
は
自
ず
と
確
定
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
評
価
の
あ
り
方
と
音
義
言
霊
論
の
実
態
と
は
、
必
ず

し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、子
細
な
検
討
を
経
な
か
っ
た
分
、過
大
・

過
小
の
い
ず
れ
か
に
偏
っ
た
、極
め
て
歪
な
観
点
が
跋
扈
し
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
。

国
学
に
お
け
る
音
義
言
霊
論
と
し
て
の
展
開
は
、
そ
れ
自
体
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ

の
か
を
、
今
一
度
立
ち
返
っ
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
．
国
学
に
お
け
る
音
義
言
霊
論

そ
も
そ
も
言
霊
に
つ
い
て
の
言
及
は
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
神
代
よ
り　

言
ひ

伝
て
来
ら
く　

そ
ら
み
つ　

大
和
の
国
は　

皇
神
の　

厳
し
き
国　

言
霊
の　

幸
は

ふ
国
と　

語
り
継
ぎ　

言
ひ
継
が
ひ
け
り
（
以
下
略
）」（
神
代
欲
理　

云
伝
久
良
久　

虚

見
通　

倭
国
者　

皇
神
能　

伊
都
久
志
吉
国　

言
霊
能　

佐
吉
播
布
国
等　

加
多
利
継　

伊

比
都
賀
比
計
理
）（
巻
五
・
八
九
四
、山
上
憶
良
「
好
去
好
来
歌
」）
や
「
磯
城
島
の　

大
和
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の
国
は　

言
霊
の　

助
く
る
国
ぞ　

ま
幸
く
あ
り
こ
そ
（
志
貴
嶋　

倭
国
者　

事
霊
之　

所
佐
国
叙　

真
福
在
与
具
）（
巻
一
三
・
三
二
五
四
、
柿
本
人
麻
呂
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集

歌
〈
反
歌
〉」）
と
い
っ
た
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、古
代
か
ら
存
在
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
れ
ら
を
本
格
的
な
言
語
論
と
し
て
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近
世

以
降
の
こ
と
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
契
沖
の
『
万
葉
代
匠
記
』
に
お
け
る
「
言
霊
（
こ

と
た
ま
）」
の
語
釈
等
も
注
目
に
値
す
る
が
、
そ
こ
に
日
本
語
の
音
、
特
に
五
十
音
図

を
絶
対
視
す
る
こ
と
で
、
独
特
の
言
語
論
が
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
賀
茂

真
淵
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
真
淵
は
『
語
意
考
』（
一
七
八
九
（
寛
政
元
）
年
刊
）

に
お
い
て
、「
五
十
聯
音
」（
イ
ツ
ラ
ノ
コ
ヱ
）
の
妙
用
を
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

こ
れ
の
日
い
つ
る
国
は
、
い
つ
ら
（
五
十
聯
）
の
こ
ゑ
の
ま
に
く
こ
と
を
な
し

て
、
よ
ろ
つ
の
事
を
く
ち
づ
か
ら
い
ひ
伝
へ
る
く
に
也
、
そ
れ
の
日
さ
か
る
国

は
、
万
つ
の
事
に
か
た
（
絵
）
を
書
て
し
る
し
と
す
る
国
な
り
、
か
れ
の
日
の

い
る
国
は
、
い
つ
ら
は
か
り
の
こ
ゑ
に
か
た
を
書
て
、
万
つ
の
事
に
わ
た
し
用

る
国
な
り
、（
中
略
）
そ
も
く
此
国
の
上
つ
代
よ
り
用
来
り
て
、
定
め
有
こ
と
ば

の
分
ち
は
横
の
音
に
こ
そ
あ
れ
、（
中
略
）
し
か
あ
れ
ば
、
是
ぞ
此
こ
と
ば
の
国

の
天
地
の
神か

み
ろ
ぎ祖

の
教
へ
給
ひ
し
こ
と
に
し
て
、
他ひ

と
く
に国

に
は
あ
ら
ぬ
言
の
た
め
し

な
る
こ
と
を
知
へ
し
、（
中
略
）
故か

れ

い
に
し
へ
よ
り
言
霊
の
幸
は
ふ
国
と
と
な
ふ

な
り
。 

（
久
松
監
修
（
一
九
八
〇
）
一
二
四
頁
〜
一
二
五
頁
）

こ
う
し
た
五
十
音
図
の
神
聖
化
と
、
五
十
音
と
し
て
整
備
さ
れ
た
あ
り
方
そ
の
も

の
に
言
語
の
妙
用
を
見
出
す
こ
と
は
、
本
居
宣
長
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

三
．
一
．
本
居
宣
長
の
言
語
論

賀
茂
真
淵
は
、
ア
段
・
イ
段
・
ウ
段
・
エ
段
・
オ
段
そ
れ
ぞ
れ
を
「
は
し
め
の
こ

と
ば
（
初
）、
う
ご
か
ぬ
こ
と
ば
（
体
）、
う
ご
く
こ
と
ば
（
用
）、
お
ふ
す
る
こ
と
ば

（
令
）、
た
す
く
る
こ
と
ば
（
助
）」（『
語
意
考
』「
ひ
と
つ
」）
と
い
う
よ
う
に
、
各
段
に

対
し
て
文
法
論
的
な
説
明
を
施
し
て
い
る
が
、
宣
長
も
『
漢
字
三
音
考
』（
一
七
八
五

（
天
明
五
）
年
刊
）
に
お
い
て
、「
言
語
ノ
精
微
ナ
ル
国
」
の
例
と
し
て
五
十
音
図
と
活

用
と
の
関
連
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

皇
国
ノ
古
言
ハ
五
十
ノ
音
ヲ
出
ズ
。
是
レ
天
地
ノ
純
粋
正
雅
ノ
音
ノ
ミ
ヲ
用
ヒ

テ
。
溷
雑
不
正
ノ
音
ヲ
厠マ

ジ

ヘ
ザ
ル
ガ
故
也
。
サ
テ
如
此
ク
用
ル
音
ハ
甚
少
ケ
レ

ド
モ
。
彼
レ
此
レ
相
連
ネ
テ
活
用
ス
ル
故
ニ
。
幾
千
万
ノ
言
語
ヲ
成
ス
ト
イ
ヘ
ド

モ
。
足
ザ
ル
事
ナ
ク
尽
ル
事
ナ
シ
。
ソ
ノ
ウ
ヘ
一
言
ノ
ウ
ヘ
ニ
モ
亦
活
用
ア
リ

テ
。
仮
令
バ
言
思
ノ
如
キ
ハ
。
ハ 

ヒ 

フ 

ヘ
ト
転
用
シ
テ
。
イ
ハ
ム 

イ
ヒ 

イ
フ 

イ
ヘ
。
オ
モ
ハ
ム 

オ
モ
ヒ 

オ
モ
フ 

オ
モ
ヘ
ト
活
キ
。
往
還
ノ
如
キ
ハ
。
往
ハ

カ 

キ 

ク 

ケ
。
還
ハ
ラ 

リ 

ル 

レ
ト
転
用
シ
テ
。
ユ
カ
ム 

ユ
キ 

ユ
ク 

ユ
ケ
。
カ

ヘ
ラ
ム 

カ
ヘ
リ 

カ
ヘ
ル 

カ
ヘ
レ
ト
活
ク
。（
中
略
）千
言
万
語
各
皆
其
ノ
例
格
違

フ
コ
ト
ナ
シ
。
又
言
ヲ
連
ネ
テ
語
ヲ
ナ
ス
ニ
。
ハ 

モ 

ゾ 

コ
ソ 

テ 

ニ 

ヲ 

ヤ 

カ 

ム
等
ノ
辞
ア
リ
テ
其
意
ヲ
分
ツ
。
凡
テ
如
此
ク
。
活
用
助
辞
ニ
因
テ
。
其
義
ノ

細
ニ
ク
ハ
シ
ク
分
ル
ヽ
事
甚
ダ
妙
ニ
シ
テ
。
外
国
ノ
言
語
ノ
能
ク
及
ブ
所
ニ
非

ズ
。
凡
ソ
天
地
ノ
間
ニ
。
カ
ク
バ
カ
リ
言
語
ノ
精
微
ナ
ル
国
ハ
ア
ラ
ジ
ト
ゾ
思

ハ
ル
ヽ
。

（「
皇
国
言
語
ノ
事
」
大
野
編
（
一
九
七
〇
）
三
八
二
頁
〜
三
八
三
頁
）

「
い
は
む
、
い
ひ
、
い
ふ
、
い
へ
」
と
い
っ
た
活
用
の
存
在
や
、「
は
、
も
、
ぞ
、

こ
そ
、
…
」
な
ど
の
助
辞
の
存
在
は
言
う
に
及
ば
ず
、
五
十
音
図
に
よ
っ
て
示
さ
れ

る
「
皇
国
ノ
正
音
」
は
、
些
か
の
混
じ
り
も
な
い
「
純
粋
正
雅
」
な
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
美
し
さ
は
同
じ
く
『
漢
字
三
音
考
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

に
も
称
え
ら
れ
て
い
る
。

サ
テ
如
此
尊
ク
万
国
ニ
上
タ
ル
御
国
ナ
ル
ガ
故
ニ
。方
位
モ
万
国
ノ
初
ニ
居
テ
。

人
身
ノ
元
首
ノ
如
ク
。
万
ノ
物
モ
事
モ
。
皆
勝
レ
テ
美
キ
中
ニ
。
殊
ニ
人
ノ
声

音
言
語
ノ
正
シ
ク
美
キ
コ
ト
。
亦
夐
ニ
万
国
ニ
優
テ
。
其
音
清
朗
ト
キ
ヨ
ク
ア

ザ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
。
譬
ヘ
バ
イ
ト
ヨ
ク
晴
タ
ル
天
ヲ
日
中
ニ
仰
ギ
瞻
ル
ガ
如
ク
。

イ
サ
ヽ
カ
モ
曇
リ
ナ
ク
。
又
単
直
ニ
シ
テ
迂
曲
レ
ル
事
無
ク
シ
テ
。
真
ニ
天
地
ノ
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間
ノ
純
粋
正
雅
ノ
音
也
。

（「
皇
国
ノ
正
音
」
大
野
編
（
一
九
七
〇
）
三
八
一
頁
〜
三
八
二
頁
）

そ
し
て
、
こ
う
し
た
言
語
の
美
し
さ
は
、
そ
の
「
こ
こ
ろ
（
心
・
意
）」
と
「
こ
と

（
事
）」
と
も
一
致
す
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
古
事
記
伝
』
で
説
か
れ
る
「
意
と

事
と
言
と
は
皆
相
称
へ
る
物
」
と
す
る
論
で
あ
る
。
同
趣
の
こ
と
は
『
う
ひ
山
ぶ
み
』

の
一
節
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
づ
大
か
た
人
は
、
言
と
事
と
心
と
、
そ
の
さ
ま
大
抵
相
か
な
ひ
て
、
似
た
る

物
に
て
、
た
と
へ
ば
心
の
か
し
こ
き
人
は
、
い
ふ
言
の
さ
ま
も
、
な
す
事
の
さ

ま
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
か
し
こ
く
、
心
の
つ
た
な
き
人
は
、
い
ふ
言
の
さ
ま
も
、

な
す
わ
ざ
の
さ
ま
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
つ
た
な
き
も
の
也
、
又
男
は
、
思
ふ
心

も
、
い
ふ
言
も
、
な
す
事
も
、
男
の
さ
ま
あ
り
、
女
は
、
お
も
ふ
心
も
、
い
ふ

言
も
、
な
す
事
も
、
女
の
さ
ま
あ
り
、
さ
れ
ば
時
代
々
々
の
差
別
も
、
又
こ
れ

ら
の
ご
と
く
に
て
、
心
も
言
も
事
も
、
上
代
の
人
は
、
上
代
の
さ
ま
、
中
古
の

人
は
、
中
古
の
さ
ま
、
後
世
の
人
は
、
後
世
の
さ
ま
有
て
、
お
の
お
の
そ
の
い

へ
る
言
と
な
せ
る
事
と
、
思
へ
る
心
と
、
相
か
な
ひ
て
似
た
る
物
な
る
を
、
今

の
世
に
在
て
、
そ
の
上
代
の
人
の
、
言
を
も
事
を
も
心
を
も
、
考
へ
し
ら
ん
と

す
る
に
、
そ
の
い
へ
り
し
言
は
、
歌
に
伝
は
り
、
な
せ
り
し
事
は
、
史
に
伝
は

れ
る
を
、
そ
の
史
も
、
言
を
以
て
記
し
た
れ
ば
、
言
の
外
な
ら
ず
、
心
の
さ
ま

も
、
又
歌
に
て
知
ル
べ
し
、
言
と
事
と
心
と
は
其
さ
ま
相
か
な
へ
る
も
の
な
れ

ば
、
後
世
に
し
て
、
古
の
人
の
、
思
へ
る
心
、
な
せ
る
事
を
し
り
て
、
そ
の
世

の
有
さ
ま
を
、
ま
さ
し
く
し
る
べ
き
こ
と
は
、
古
言
古
歌
に
あ
る
也
、

（
大
野
編
（
一
九
六
八
）
一
七
頁
〜
一
八
頁
）

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、「
古
の
人
、
思
へ
る
心
、
な
せ
る
事
」
は
、「
古
言
古
歌
」

に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
後
世
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。「
漢
意
」

に
泥
ん
だ
後
世
か
ら
の
理
解
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
古
言
」
そ
の
ま
ま
に
立
ち

返
る
こ
と
の
重
要
性
を
、宣
長
は
頻
繁
に
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、こ
の
こ
と
は
「
古

言
」
と
「
今
言
」（
今
の
世
の
言
葉
）
と
の
相
違
と
い
う
意
識
を
示
し
た
も
の
に
他
な

ら
な
い
。
こ
れ
を
古
文
辞
学
派
の
影
響
と
見
る
の
か
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き⑥
、
古
言

に
対
す
る
精
緻
な
研
究
の
背
景
に
は
、
今
言
か
ら
だ
け
で
は
「
古
の
人
、
思
へ
る
心
、

な
せ
る
事
」
を
窺
い
知
れ
な
い
と
い
う
観
点
が
存
在
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
味
で
、
宣
長
の
著
述
か
ら
音
義
説
と
呼
べ
る
主
張
を
見
出
す
は
大
変
困

難
で
あ
る
。
そ
れ
は
、後
世
の
（
特
に
幕
末
の
音
義
言
霊
論
者
に
よ
る
）
音
義
説
に
多
く

見
ら
れ
る
、
今
言
か
ら
の
類
推
を
も
と
に
し
た
演
繹
的
な
確
定
作
業
と
は
異
な
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
宣
長
の
没
後
門
人
と
称
し
た
平
田
篤
胤
と
、
大
き
く
立
場

を
異
に
す
る
点
で
あ
る
と
言
え
る
。

三
．
二
．
平
田
篤
胤
の
言
語
論

平
田
篤
胤
の
言
語
論
は
、
言
語
学
的
評
価
は
別
と
し
て
、
極
め
て
精
緻
な
体
系
に

基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
古
事
記
や
日
本
書
紀
と
い
っ
た
「
古
史
」
の
「
本
辞
」

（「
古
き
辞
書
」）
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
『
古
史
本
辞
経
』
に
お
い
て
、
言
葉
は
「
必
ず

二
言
の
語
に
極
り
て
、
其
の
語
凡
で
二
千
二
十
五
言
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
結
果
と

し
て
「
合
せ
て
二
千
五
百
言
の
中
に
、
皇
国
に
是
な
き
、
下
に
阿
行
の
从
ふ

二
百
二
十
五
言
と
、
上
に
良
行
の
つ
く
二
百
五
十
言
と
、
合
せ
て
四
百
七
十
五
言
を

除ノ
ゾ

け
ば
、二
千
二
十
五
言
」（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
七
ｂ
）
五
八
頁
）
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、『
古
史
本
辞
経
』
に
は
こ
れ
ら
の
一
覧
が
、
阿
行
か
ら
良
行
（
篤

胤
の
説
で
は
和
行
と
良
行
が
逆
）
に
至
る
ま
で
網
羅
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。『
古
史
本
辞

経
』
の
説
に
つ
い
て
は
、
村
岡
（
一
九
五
七
）
に
お
い
て
「（
一
）
五
十
音
図
の
淵
源

は
神
字
に
あ
り
、
応
神
天
皇
の
頃
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。」「（
二
）
五
十
音

図
の
道
理
は
万
国
の
言
語
の
根
本
で
あ
る
こ
と
。」「（
三
）
五
十
音
図
の
原
理
は
天
地

初
発
之
時
の
神
代
伝
説
の
展
開
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
。」「（
四
）
本
辞
の
間
に
存
す

る
数
的
関
係
が
、中
国
古
典
（
易
）
の
九
宮
易
咸
の
道
理
に
符
合
す
る
こ
と
。」（
一
八
九

頁
〜
一
九
三
頁
）
の
四
点
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
演
繹
的
な
が
ら
も
精
緻
な
体
系
が
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構
築
さ
れ
て
い
る
様
が
窺
え
よ
う⑦
。

ま
た
、
言
語
の
生
得
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

抑
〻
阿
は
開
音
の
初
め
に
こ
そ
有
れ
、
音
韻
の
根
本
に
は
非
ず
。
其
の
由
は
何

イ
カ
ニ

と
云
ふ
に
、
人
恒
に
口
を
開ヒ

ラ

き
て
在
る
も
の
に
非
ず
。
唇
を
合
せ
、
口
を
閉
る

が
常
な
る
を
、
其
閉
た
る
内
に
、
自オ

ノ
ヅ
カ
ラ然に

宇
声
を
含
む
こ
と
、
上
に
云
ふ
が
如

し
。（
中
略
）
是コ

レ

諸
声
の
分
り
出
づ
べ
き
元
つ
声
な
る
が
故
に
、
嬰ミ

ド
リ
ゴ児

の
生ウ

マ

れ
て

初
声
を
揚
る
に
、
其
の
音
宇
阿
々
と
聞
ゆ
め
り
。

（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
七
ｂ
）
四
三
九
頁
）

こ
れ
は
母
音
「
宇
（
ウ
）」
を
基
軸
と
し
た
、
五
十
音
図
の
成
立
の
端
緒
を
示
し
た

も
の
だ
が
、
仏
教
に
お
け
る
阿
字
観
を
例
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
ど
の
母
音
に
着
目

す
る
の
か
は
、
独
自
性
や
優
位
性
を
示
す
上
か
ら
も
、
音
義
説
に
と
っ
て
は
大
変
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
篤
胤
の
場
合
は
、「
ア
（
┣
）
―
天
津
国
、
イ
（
┃
）
―

天
八
衢
、
ウ
（
┳
）
―
顕
国
、
エ
（
┫
）
―
泉
平
坂
、
オ
（
┻
）
―
泉
津
国
」（
な
お

（　

）
内
は
篤
胤
が
重
視
し
た
神
代
文
字
を
示
す
）
と
い
う
よ
う
に
、
天
地
生
成
の
様

が
五
十
音
図
に
仮
託
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
説
明
を
可
能
に
す
る
原
理

と
し
て
、
五
十
音
図
が
見
出
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。

さ
て
、『
古
史
本
辞
経
』
に
お
け
る
次
の
一
節
は
、
時
枝
誠
記
が
言
語
過
程
説
を
主

張
す
る
際
に
、
多
く
の
所
で
言
及
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
篤
胤
の
言
語

観
を
直
截
に
示
し
て
い
る
点
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

さ
て
言
語
は
、
声
音
よ
り
起
る
こ
と
素

モ
ト
ヨ
リに

て
、
其
ノ
五イ

ツ

ラ
十
聯
の
声
音
に
、
各

オ
ノ
オ
ノ

自オ
ノ
ヅ
カ
ラ

然
に
意コ

ヽ
ロあ

り
、
象ス

ガ
タあ

り
、
形カ

タ
チあ

り
。
其
は
人
の
世
に
経フ

る
、
事
わ
ざ
繁シ

ゲ

き
物

な
れ
ば
、
見
る
物
聞
く
物
に
つ
け
て
、
情コ

ヽ
ロそ

の
中
に
動
き
て
、
其
ノ
声
種ク

サ
グ
サに

発オ
コ

る
。
然サ

る
は
物
有
れ
ば
必
ず
象ス

ガ
タあ

り
。
象
有
れ
ば
必
ず
目メ

に
映ウ

ツ

る
、
目
に
映
れ

ば
必
ず
情
に
思
ふ
。
情コ

ヽ
ロに

思
へ
ば
必
ず
声
に
出
づ
。
其
ノ
声
や
、
必
ず
其
ノ
見
る

物
の
形ア

リ
カ
タ象

に
因
リ
て
、
其
ノ
形
象
な
る
声
あ
り
。
此コ

を
音ネ

イ
ロ象

と
謂イ

ふ
。

（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
七
ｂ
）
四
八
八
頁
）

「
形
」
や
「
象
」、「
意
（
情
）」
と
い
っ
た
も
の
の
共
通
性
を
極
限
に
推
し
進
め
、そ

れ
を
「
声
音
」
と
い
う
五
十
音
図
の
原
理
に
従
っ
て
統
合
さ
せ
る
と
い
う
在
り
方
は
、

究
極
的
に
「
形
象
な
る
声
」
す
な
わ
ち
「
音
象
」
へ
と
収
斂
し
て
い
く
。
さ
ら
に
「
阿

行
の
五
声
に
、
各
此
れ
等
の
象
あ
り
て
、
良
行
ま
で
に
、
其
義
の
及
べ
る
が
故
な

り
。」（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
七
ｂ
）
四
四
四
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
五
十

音
図
の
行
と
の
関
連
へ
と
及
べ
ば
、
音
義
言
霊
論
の
根
幹
と
も
言
え
る
音
義
説
の
完

成
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
の
説
明
は
、
次
の
よ
う
に
発
音
段
階
で
抱
か
れ
る
語
感

に
基
づ
い
て
い
る
。

其
の
音
象
の
大
要
を
云
は
む
に
、
加カ

ラ

リ
良
理
と
し
た
る
物
を
見
れ
ば
、
牙
口
咢
の

加
良
理
と
せ
し
所
に
響ヒ

ヾ

き
て
、
加
良
理
と
聞
ゆ
る
音コ

ヱ

あ
り
。
佐サ

ラ

リ
良
理
と
し
た
る

物
を
見
れ
ば
、
歯
舌
の
佐
良
理
と
せ
し
所
に
触フ

れ
て
、
佐
良
理
と
聞
ゆ
る
音
あ

り
。
多タ

ラ

リ
良
理
と
し
た
る
物
を
見
れ
ば
、
舌
上
の
多
良
理
と
せ
し
所
に
響ヒ

ヾ

き
て
、

多
良
理
と
聞
ゆ
る
音
あ
り
。
奴ヌ

ラ

リ
良
理
と
し
た
る
物
を
見
れ
ば
、
舌
面
の
奴
良
理

と
せ
し
所
よ
り
、
奴
良
理
と
聞
ゆ
る
音
を
生ナ

し
、
比
良
理
と
し
た
る
物
を
見
れ

ば
、
唇
軽
の
比
良
理
と
せ
し
所
に
響ヒ

ヾ

き
て
、
比
良
理
と
聞
ゆ
る
音
を
な
し
、

牟ム

ラ

リ
良
理
と
し
た
る
物
を
見
れ
ば
、
牟
良
理
と
し
た
る
所
に
触
れ
て
、
牟
良
理
と

聞
ゆ
る
音
を
生ナ

す
。
此
れ
等
を
以
て
、
其
の
大
旨
を
弁
へ
知
べ
し
。

（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
七
ｂ
）
四
八
八
頁
）

あ
る
意
味
で
、
発
音
時
の
舌
の
位
置
に
着
目
し
た
「
調
音
点
」
の
確
認
だ
と
も
言

え
る
が
、
基
本
と
し
て
は
、
良
（
ラ
）
行
の
五
声
が
形
象
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
実
際
、
篤
胤
の
示
す
五
十
音
図
は
ワ
行
と
ラ
行
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
「
阿
行
―
大
、
加
行
―
旋ク

ル

、
左
行
―
夋ス

ル

、
太
行
―
聯ツ

ル

、
奈
行
―
滑ヌ

ル

、
波
行
―
奮フ

ル

、

麻
行
―
聚ム

ル

、
夜
行
―
動ユ

ル

、
和
行
―
麗ウ

ル

、
良
行
―
潤ウ

ル

」
と
い
う
よ
う
に
、
子
音
を
基
軸

と
し
た
音
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
言
語
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
「sou

n
d 

sym
bolism

」
に
似
た
主
張
は
、
先
述
の
「
そ
れ
が
若
し
、
到
達
す
べ
き
極
点
に
ま
で

至
つ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
更
に
新
ら
し
い
言
語
に
対
す
る
観
点
が
生
ま
れ
た
で
あ
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ら
う
」（
時
枝
前
掲
）
と
い
う
時
枝
誠
記
の
評
価
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
箇
所
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
篤
胤
は
『
伊
吹
於
呂
志
』
に
お
い
て
、
外
国
語
音
の

不
純
さ
を
次
の
よ
う
に
諧
謔
的
な
表
現
で
解
説
し
て
い
る
。

さ
て
ま
た
世
の
生
儒
者
等
、
此
美
し
き
皇
国
語
を
ば
用
は
ず
、
と
か
く
戎
語
で
、

物
云
ひ
た
が
る
事
ぢ
や
か
、
是
も
先
師
本
居
先
生
の
、
漢
字
三
音
考
と
云
ふ
書

を
著
は
し
て
、
夫
に
具つ

ぶ
さに

論い
ひ
お
か置

れ
ま
し
た
が
、
実
に
鳥
獣
の
音
韻
に
同
じ
こ
と

で
御
座
る
。（
中
略
）
下
々
の
唐
人
ど
も
に
至
つ
て
は
、
入
り
く
ん
だ
事
で
も
談

ず
る
と
き
は
、
実
に
騒
々
し
く
て
、
彼
ぴ
イ
ん
〳
〵
、
ぱ
ア
ん
〳
〵
を
喧
ま
し

く
云
の
ぢ
や
か
ら
、
と
ん
と
鴃も

ず

や
剖よ

し
き
り葦

の
囀さ

へ
づる

や
う
で
、
夫
も
解
ら
ぬ
と
、
立

て
掴つ

か
み
あ合

ひ
な
ど
も
致
す
さ
う
で
御
座
る
。
如
何
に
も
古
く
よ
り
、
戎か

ら

と
云
の

冠ま
く
ら
こ
と
ば

辞
に
、
さ
へ
づ
る
や
、
と
か
け
て
云
た
は
、
尤
な
こ
と
で
御
座
る
。
偖
ま
た

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
言
語
は
、
と
か
く
、
舌
と
顋あ

き
とに

触
て
出
る
音
が
多
く
て
、
譬

へ
ば
、
其
云
ひ
ざ
ま
が
、
ウ
エ
ッ
、
フ
ェ
、
ル
ェ
、
と
か
、
ナ
チ
ゥ
、
リ
ュ
、

と
云
た
や
う
に
、
を
か
し
く
、
く
も
り
曲
つ
て
、
穢き

た
なら

し
い
。
其
外
の
万
国
も
、

み
な
是
に
準
へ
て
知
る
が
宜
で
御
座
る
。

（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
八
）
一
二
〇
頁
〜
一
二
一
頁
）

夷
狄
の
言
葉
を
禽
獣
の
声
と
看
做
す
こ
と
は
、漢
籍
由
来
の
も
の
と
も
言
え
る
が
、

皇
国
の
言
語
の
美
し
さ
と
外
国
語
の
不
純
さ
と
の
対
比
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
国

学
者
の
共
通
理
解
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
篤
胤
に
あ
っ
て
は
、
そ
こ

に
講
説
と
い
う
「
語
り
」
の
中
で
そ
う
し
た
見
解
を
増
幅
さ
せ
、
普
及
に
ま
で
及
ん

だ
と
い
う
、
メ
デ
ィ
ア
の
観
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
平
田
派

に
お
け
る
書
籍
の
出
版
・
流
通
の
あ
り
方
へ
と
通
じ
る
観
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る⑧
。

三
．
三
．
富
士
谷
御

の
言
語
論

な
お
、
音
義
言
霊
論
の
普
及
と
い
う
点
に
関
係
し
て
、
富
士
谷
御

に
つ
い
て
も

少
し
触
れ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。「
倒
語
は
、い
ふ
と
い
は
ざ
る
と
の
間
の
も
の
に

て
、
所
思
を
い
へ
る
か
と
み
れ
ば
思
は
ぬ
事
を
い
へ
り
、
そ
の
事
の
う
へ
か
と
見
れ

ば
さ
に
あ
ら
ざ
る
、
是
倒
語
の
肝
要
な
り
、」（『
古
事
記
燈
』「
大
旨
上
・
言
霊
弁
」）
と

い
う
「
倒
語
」
の
説
で
著
名
な
御

の
主
張
に
つ
い
て
、三
宅
（
一
九
四
一
）
で
は
以

下
の
よ
う
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

凡
そ
所
思
の
ま
ま
に
言
行
に
い
づ
る
時
は
必
ず
時
宜
を
破
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
所
思
を
為
に
出
で
じ
と
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
源
で
あ
る
偏
心
を
神
道
を

以
て
和
む
べ
き
で
あ
る
。
而
も
偏
心
が
抑
ふ
る
に
激
し
て
一
向
心
と
な
る
時
、

「
時
宜
や
ぶ
る
べ
か
ら
ず
ひ
た
ぶ
る
心
お
さ
ふ
べ
か
ら
ぬ
時
」、
ひ
た
ぶ
る
心
・

時
宜
二
つ
な
が
ら
全
う
す
る
道
が
歌
道
で
あ
る
。
ひ
た
ぶ
る
心
・
時
宜
二
つ
な

が
ら
全
う
す
る
た
め
に
は
、
ひ
た
ぶ
る
心
の
そ
の
ま
ま
の
表
現
は
避
け
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
而
も
止
む
事
を
得
ず
し
て
是
を
倒
語
し
鬱
情
を
言
外
に
活
き
た

る
言
霊
と
し
て
表
現
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。（
三
宅
（
一
九
四
一
）
五
一
頁
）

ま
た
、
こ
う
し
た
倒
語
説
の
根
幹
に
は
、
語
に
対
す
る
音
義
説
が
存
在
し
た
。
例

え
ば
、「
て
に
を
は
」
に
相
当
す
る
「
脚
結
」
の
精
緻
な
働
き
に
関
し
て
、
五
十
音
と

関
係
づ
け
な
が
ら
語
法
の
霊
妙
さ
を
説
い
て
い
る
。『
俳
諧
手
爾
波
抄
』
に
は
、助
辞

「
な
ん
」
に
関
連
し
て
、「
ん
」
の
音
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
五
十
音
を
「
経
緯
弁
」
と
て
く
は
し
く
と
け
る
に
い
ふ
が
ご
と
く
。 

ん
は

五
十
音
の
源
に
し
て
。
口
を
閉
な
が
ら
あ
る
音
な
り
。
す
べ
て
の
音
。
口
を
ひ

ら
か
ず
し
て
音
あ
る
事
な
き
に
。 

ん
の
み
ひ
と
り
か
く
の
ご
と
し
。 

ん
と
い
ふ

お
と
。
そ
の
口
を
開
け
ば 

う
と
な
る
也
。
五
十
音
の
親
は 

う
な
り
。
そ
の
源
は 

ん
な
り
。
此
故
に
こ
れ
を
神
音
の
う
と
は
名
づ
け
お
け
り
。
こ
れ
成
元
が
お
も

ひ
え
た
る
事
な
れ
ば
。
き
か
ん
人
思
ひ
よ
る
ま
じ
き
事
な
れ
で
も
。
今
こ
の
な

ん
を
と
く
因
に
こ
れ
を
い
ふ
な
り
。
さ
れ
ば
此 

ん
は
。
心
の
う
ち
に
し
て
物
を

分
別
す
る
こ
と
を
さ
と
す
音
な
り
。
俗
に
も
。
い
は
ず
し
て
合
点
ゆ
き
た
る
事

あ
る
時
。 
ン
ヽ
と
い
ふ
を
も
思
ふ
べ
し
。（
中
略
） 

ん
の
字
そ
へ
る
詞
は
。
す
べ
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て
心
の
う
ち
に
て
の
形
容
に
し
て
。
み
す
る
詞
な
り
と
し
る
べ
し
。

（
巻
二
・
誂
属
「
な
ん
」、
三
宅
編
（
一
九
七
九
）
四
二
〇
頁
）

ま
た
「
ぞ
」
の
項
は
、
語
の
起
源
と
関
係
さ
せ
な
が
ら
、
音
義
と
語
法
と
を
一
致

さ
せ
な
が
ら
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

凡
ぞ
と
い
ふ
は
。
も
と
そ
れ
と
い
ふ
詞
を
は
ぶ
き
た
る
心
に
て
。
濁
り
て
ぞ
と

は
い
ふ
な
り
。
そ
の
本
義
。
人
の
思
ふ
筋
あ
る
に
。
其
う
し
ろ
の
筋
へ
思
戻
ら

せ
。
そ
の
筋
を
つ
た
は
す
る
詞
也
。
に
ご
る
心
は
。
わ
が
思
ふ
意
味
と
同
心
さ

せ
ん
た
め
な
り
。（
中
略
）
今
い
ふ
所
の
本
義
。
五
十
音
よ
り
出
た
る
な
れ
ば
。

心
あ
ら
ん
人
は
。
ふ
か
く
心
用
ひ
て
つ
か
ひ
し
る
べ
し
。

（
巻
三
・
曽
家
「
ぞ
」
三
宅
編
（
一
九
七
九
）
四
二
九
頁
）

こ
う
し
た
御

の
説
は
、
語
法
に
対
す
る
音
義
的
解
釈
と
い
う
点
で
、
春
庭
以
降

の
鈴
屋
学
派
（
八
衢
学
派
）
の
文
法
論
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ

れ
は
、
御

の
説
が
父
成
章
の
提
唱
す
る
「
名
、
装
、
挿
頭
、
脚
結
」
を
継
承
し
た

か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
解
釈
を
音
義
説
に
よ
っ
て
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
、
御

の
独

創
性
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
御

の
学
統
は
、
平
田
派
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
広
範
な
展
開
を
も

た
ら
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
管
（
二
〇
〇
一
）
は
、
極
め
て
興
味
深
い
総

括
を
行
っ
て
い
る
。

北
辺
門
の
京
や
大
坂
の
門
人
た
ち
は
、
北
辺
門
の
和
歌
や
文
法
を
芸
道
の
一
つ

と
し
て
学
ん
で
い
た
と
い
う
一
言
に
尽
き
る
。湯
茶
や
華
道
を
学
ぶ
に
等
し
く
、

歌
舞
音
曲
を
身
に
つ
け
る
に
同
じ
く
、北
辺
門
の
和
歌
や
文
法
（
四
具
）
を
学
ん

だ
の
で
あ
る
。 

（
管
（
二
〇
〇
一
）
五
頁
）

和
歌
や
文
法
を
芸
道
の
一
種
と
み
な
す
と
い
う
こ
と
は
、
音
義
言
霊
論
が
い
わ
ば

稽
古
の
項
目
と
し
て
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
、
古
今
伝
授
と
い
っ

た
歌
学
秘
伝
的
な
要
素
の
継
承
と
い
う
意
味
で
、
京
（
都
）
特
有
の
学
芸
の
特
質
と

見
る
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
が
、
少
な
く
と
も
、
平
田
派
国
学
の
古
道
論
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
運
動
体
と
し
て
の
展
開
を
予
期
さ
せ
る
要
素
は
、
御

の
言
語
論

に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
音
義
説
と
い
う
神
秘
（
秘
儀
）
的
な
解
釈
な
面

で
は
共
通
し
つ
つ
も
、
歌
学
と
の
関
係
も
含
め
て
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
大
き
な

異
な
り
を
見
せ
て
い
た
と
い
う
点
は
、
も
う
少
し
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
よ
う
に
思

わ
れ
る⑨
。

四
．
幕
末
の
音
義
言
霊
論

幕
末
に
お
け
る
平
田
派
国
学
の
隆
盛
は
、『
気
吹
舎
門
人
帳
』
に
お
け
る
一
八
〇
四

（
文
化
元
）
年
か
ら
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
間
ま
で
の
門
人
が
四
二
八
三
名
を
数
え
、

そ
の
内
、篤
胤
没
後
（
一
八
四
三
（
天
保
一
四
）
年
以
後
）
の
門
人
が
三
七
三
三
名
に
至

る
と
い
う
点
を
以
て
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る⑩
。
そ
う
し
た
平
田
派
国
学
者
の
多
く
が

唱
え
た
音
義
言
霊
論
と
は
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
幕
末
の

音
義
言
霊
論
を
概
観
す
る
に
あ
た
り
、
最
初
に
、
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
刊
行
の

『
詞
の
ち
か
み
ち
』（『
語
学
捷
径
』
と
も
）
を
著
し
た
鈴
木
重
胤
の
所
論
に
つ
い
て
見
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。

四
．
一
．
鈴
木
重
胤

保
科
は
『
国
語
学
小
史
』
の
中
で
、『
詞
の
ち
か
み
ち
』
を
以
下
の
よ
う
に
評
し
て

い
る
。此

捷
径
は
先
輩
の
研
究
を
抜
萃
し
た
も
の
で
、重
胤
の
研
究
と
見
る
べ
き
処
は
、

殆
ん
ど
な
い
と
言
つ
て
宜
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。（
中
略
）
成
章
、宣
長
、春
庭
、

隆
正
等
の
研
究
か
ら
単
に
抜
萃
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
要
す
る
に
、

此
捷
径
は
翁
の
国
語
に
就
て
の
研
究
と
見
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯

音
韻
の
事
も
、
語
法
の
事
も
、
仮
字
遣
の
事
も
、
一
所
に
集
め
て
、
国
語
を
学

ぶ
人
達
の
便
利
を
計
つ
た
も
の
で
せ
う
。
で
す
か
ら
、
此
捷
径
は
今
日
普
通
に
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行
は
れ
て
居
る
文
典
の
濫
觴
と
見
て
も
宜
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

（
保
科
（
一
八
九
九
）
四
一
七
頁
〜
四
一
九
頁
）

明
治
期
に
多
く
著
さ
れ
た
文
典
（
文
法
書
）
は
、研
究
上
の
新
知
見
を
提
示
し
た
も

の
で
あ
る
以
上
に
、
文
法
教
科
書
と
し
て
の
側
面
が
重
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
っ
た
文
典
と
『
詞
の
ち
か
み
ち
』
を
比
較
し
て
い
る
点
は
、
保
科
の
国
語
学

観
を
窺
い
知
る
上
で
も
大
変
興
味
深
い
。
実
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
で
あ
っ
た
ア

ス
ト
ン（W

illiam
 G

eorge A
ston

）が
一
八
七
二
年
に
著
し
た"A

 G
ram

m
ar of th

e 

Japan
ese W

ritten
 L

an
gu

age"

（『
日
本
文
語
文
典
』）
に
は
、「Ⅰ

.U
n

in
flected 

p
rin

cip
a

l w
ord

s

（n
a

）、Ⅱ
.In

flected
 p

rin
cip

a
l w

ord
s

（k
otob

a

）、

Ⅲ
.U

n
in

flected su
bordin

ate w
ords

、Ⅳ
.In

flected su
bordin

ate w
ords

（
Ⅲ
．
Ⅳ
．
と
も
にten

iw
oh

a

）」
と
し
た
日
本
語
品
詞
分
類
の
説
明
の
中
で
、
重
胤
の

『
詞
の
ち
か
み
ち
』
を
参
照
し
た
旨
の
記
述
が
見
え
る⑪
。

こ
の
『
詞
の
ち
か
み
ち
』
に
お
い
て
独
自
性
が
発
揮
さ
れ
た
個
所
は
、
や
は
り
音

義
言
霊
論
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
ア
行
か
ら
ワ
行
に
至
る

ま
で
の
音
義
的
解
釈
法
は
、
篤
胤
の
主
張
と
も
細
部
に
お
い
て
異
っ
て
い
る
。

さ
て
阿
行
の
下
に
広ク

ワ
ウ
コ
ウ厚と

い
へ
る
は
、
そ
の
行
の
言
ひ
ろ
く
お
ほ
き
な
る
意
あ

れ
ば
な
り
。
加
行
の
下
に
堅ケ

ン
ラ
ウ牢

と
し
る
せ
る
は
、
そ
の
行
の
言
か
た
き
意
な
れ

ば
な
り
。
佐
行
の
下
に
窄サ

ク
セ
ウ小

と
し
る
せ
る
は
、
其
行
の
言
せ
ば
く
ち
ひ
さ
き
意

な
れ
ば
な
り
。
多
行
の
下
に
剛カ

ウ
チ
ヨ
ク直と

し
る
せ
る
は
、
其
行
の
言
剛タ

ケ

く
つ
よ
き
意

な
れ
ば
な
り
。
奈
行
の
下
に
和ワ

ジ
ユ
ン順

と
し
る
せ
る
は
、
其
行
の
言
柔ニ

ユ

く
や
は
ら
か

な
る
意
な
れ
ば
な
り
。
波
行
の
下
に
変ヘ

ン
カ
ウ更

と
し
る
せ
る
は
、其
行
の
言
変ウ

ツ

り
更

ア
ラ
タ
マ

る
意
な
れ
ば
な
り
。
麻
行
の
下
に
渾コ

ン
ユ
ウ融

と
し
る
せ
る
は
、
其
行
の
言
物
を
す
べ

円マ
ト

む
る
意
な
れ
ば
な
り
。
夜
行
の
下
に
進
前
と
し
る
せ
る
は
、
其
行
の
言
す
ゝ

み
ゆ
く
こ
ゝ
ろ
な
れ
ば
な
り
。
良
行
の
下
に
形
状
と
し
る
せ
る
は
、
此
行
は
諸

の
言
の
下
に
そ
ひ
て
、
其
こ
ゝ
ろ
有 

入 

居
な
ど
の
ご
と
く
、
体
用
の
言
の
形ア

リ
サ
マ状

を
表ア

ラ
ハし

意
を
達ト

ホ

す
言コ

ト

在ア
レ

ば
な
り
。
和
行
の
下
に
揉ヂ

ウ
キ
ヨ
ク曲と

し
る
せ
る
は
、
其
行
の

言
、
な
よ
ゝ
か
な
る
意
な
れ
ば
な
り
。
こ
れ
ら
の
お
も
ぶ
き
を
よ
く
明
ら
め
な

ば
、
自
オ
ノ
ヅ
カ
ラ然

音コ
ト
ダ
マ韻

の
霊サ

キ
ハ
ヒ妙

な
む
い
ち
じ
る
し
く
し
ら
る
ゝ
も
の
な
る
。

（
上
巻
八
丁
オ
〜
九
丁
ウ
）

行
の
音
義
に
関
し
て
、
篤
胤
と
重
胤
の
説
を
比
較
し
て
み
る
と
、
篤
胤
の
場
合
は

「
阿
行
―
大
、
加
行
―
旋ク

ル

、
左
行
―
夋ス

ル

、
太
行
―
聯ツ

ル

、
奈
行
―
滑ヌ

ル

、
波
行
―
奮フ

ル

、
麻
行

―
聚ム

ル

、
夜
行
―
動ユ

ル

、
和
行
―
麗ウ

ル

、
良
行
―
潤ウ

ル
（
和
行
と
良
行
が
逆
）」
の
よ
う
な
擬
音

的
な
説
明
で
あ
る
の
に
対
し
、
重
胤
の
場
合
は
「
阿
行
―
広
厚
、
加
行
―
堅
牢
、
佐

行
―
窄
小
、
多
行
―
剛
直
、
奈
行
―
和
順
、
波
行
―
変
更
、
麻
行
―
渾
融
、
夜
行
―

進
前
、良
行
―
形
状
、和
行
―
揉
曲
」
と
い
う
よ
う
に
、よ
り
語
彙
的
な
意
味
に
沿
っ

た
説
明
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
拡
散
化
と
見
る
か
精
緻
化
と
見
る
か
は
立
場
の
相

違
と
言
え
る
が
、
い
わ
ば
意
義
素
の
抽
出
に
も
似
た
作
業
を
行
っ
て
い
る
点
は
注
目

に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
観
念
的
作
業
で
あ
り
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
雅
語
を
あ
る
程

度
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
、異
例
が
続
出
し
て
論
が
破
綻
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

『
詞
の
ま
さ
み
ち
』
に
は
、本
居
春
庭
の
『
詞
八
衢
』
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
が
参
照

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
、
音
義
言
霊
論
を
支
え
る
契
機
と
も
な
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
．
二
．
富
樫
広
蔭

活
用
や
係
り
結
び
に
関
す
る
精
緻
な
言
語
研
究
に
よ
っ
て
近
代
以
降
の
国
語
学
の

基
礎
を
な
し
た
と
さ
れ
る
、
い
わ
ば
歌
学
的
な
学
統
観
に
連
な
る
国
学
者
に
お
い
て

も
、
音
義
言
霊
論
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
富
樫
広
蔭
は
、
言
語
を

「
言
・
詞
・
辞
」
に
三
分
類
す
る
こ
と
を
述
べ
た
『
詞
玉
橋
』
や
『
辞
玉
襷
』
に
よ
っ

て
、国
語
学
史
の
分
野
に
お
い
て
も
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、一
方
で
『
言

霊
幽
顕
論
』（
成
立
年
未
詳
、
京
都
大
学
蔵
本
で
は
『
言
霊
幽
顕
巻
』）
を
著
し
、「
ウ
・

オ
・
ア
・
エ
・
イ
」
を
基
本
と
し
た
一
音
一
義
の
音
義
言
霊
論
を
主
張
し
て
い
る
。

具
体
的
な
音
義
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
天
之
御
中
主
神
、
高
皇
産
霊
神
、
神
皇
産
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霊
神
と
と
も
に
成
る
「
ウ
」
か
ら
第
一
「
ヒ
ラ
ケ
ソ
ム
ル
象
」
が
、
次
い
で
「
ク
」

を
中
心
と
す
る
第
二
「
ウ
キ
ア
カ
ル
象
、
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
象
（
カ
）」「
キ
ヨ
ク
立
ノ

ホ
ル
象
（
キ
）」「
ワ
ケ
テ
オ
ク
リ
出
ス
象
（
ケ
）」「
ス
ホ
マ
ル
象
（
コ
）」、
最
後
は
第

十
「
ト
ヽ
マ
ル
象
（
ワ
、
ヰ
、
宇
、
ヱ
、
ヲ
）」
と
い
う
よ
う
に
、
順
に
五
十
音
が
生
成

さ
れ
て
い
く
と
い
う
雄
大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
三
大
考
』『
霊
の
真
柱
』
に
見

ら
れ
る
天
地
生
成
観
を
音
義
言
霊
論
と
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
篤
胤
の
言
語

観
に
基
づ
け
ば
、
両
者
の
融
合
は
必
然
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
図
示
す
る
と

こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
広
蔭
の
説
は
格
段
の
展
開

で
あ
る
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、
音
義
説
が
天
地
生
成
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
言
語

起
源
論
と
し
て
明
確
に
図
示
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
精
緻
な
言
語
研
究
と
音
義
言
霊
論
が
、
国
学
者
個
人
の
中
で
矛
盾
す
る
こ

と
な
く
併
存
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、逆
に
近
代
以
降
の
国
語
学
的
知
見
が
、

国
学
の
知
見
を
恣
意
的
に
分
断
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
下
一
段

活
用
動
詞
（「
蹴
る
」）
の
存
在
を
最
初
の
言
及
し
た
、
林
圀
雄
の
『
詞
の
緒
環
』

（
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
刊
に
つ
い
て
も
、
用
例
の
収
集
と
い
う
、
後
に
は
国
語
学
的

と
さ
れ
る
手
法
と
と
も
に
、
神
意
を
彷
彿
と
さ
れ
る
整
然
と
し
た
活
用
体
系
へ
の
志

向
の
結
果
で
あ
る
点
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ち
な
み
に
、
賀
茂
真
淵
の
言

霊
説
を
発
展
さ
せ
た
『
皇
国
之
言
霊
』（
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
奥
書
）
で
は
、
篤
胤

の
主
張
と
は
異
な
り
、「
あ
」
の
音
を
天
地
自
然
の
万
の
音
声
の
始
の
音
と
し
て
、
ア

行
を
重
視
し
て
い
る⑫
。

四
．
三
．
高
橋
残
夢

さ
て
、
幕
末
に
お
け
る
音
義
言
霊
論
の
主
流
派
と
言
え
る
の
は
、
平
田
派
国
学
者

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
ら
が
全
て
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
高
橋
残
夢
な
ど
も
幕
末
の
音
義
言
霊
学
者
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
残
夢
に
つ
い
て
は
国
語
学
史
で
の
扱
い
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
い
が
、
香
川
景
樹
門
下
の
歌
人
と
し
て
桂
門
十
哲
に
数
え
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
近

世
歌
学
の
分
野
で
は
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
保
科
は
、「
此
人
の
著
書
は
多
く
は
、
言

霊
の
理
想
を
本
と
し
て
説
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
或
点
は
言
語
学
の
方
よ
り
は
、
寧

ろ
哲
学
の
方
か
ら
研
究
し
た
ら
面
白
か
ら
う
と
思
は
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。」

（
保
科
（
一
八
九
九
）
四
四
四
頁
）
と
評
し
て
い
る
。
哲
学
の
方
か
ら
の
研
究
と
は
、
す

な
わ
ち
言
語
観
・
言
語
思
想
の
研
究
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、例
え
ば
、鈴
木
朖
の
『
雅

語
音
声
考
』（
一
八
一
六
（
文
化
一
三
）
年
刊
）
に
見
る
言
語
の
写
声
的
起
源
説
的
な
主

張
を
、
ヘ
ル
ダ
ー
（Joh

an
n

 G
ottfried von

 H
erder

）
の
言
語
起
源
論
と
対
比
す
る

よ
う
な
見
方
が
、長
連
恒
『
日
本
語
学
史
』（
一
九
〇
八
）
や
福
井
久
蔵
『
国
語
学
史
』

（
一
九
四
二
）
と
い
っ
た
、
後
の
国
語
学
史
研
究
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

残
夢
の
音
義
言
霊
論
に
つ
い
て
は
、
管
（
一
九
九
三
）
に
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
拙

稿
（
二
〇
一
一
）
で
も
少
し
ば
か
り
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
清
音
・
濁
音
を
合
わ
せ

た
七
十
五
音
図
を
も
と
に
、「
あ 

は
顕
は
れ
出
づ
る
の
霊
、
顕
は
る
ゝ
義
、
顕
は
す

の
詞
、
五
音
の
源
、
喉
音
未
言
な
り
。
霊
は
音
の
味
也
。
匂
ひ
也
。
あ
の
声
は
顕
出

の
味
あ
り
。
匂
あ
り
。」（『
言
霊
之
宿
』
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
成
、
引
用
箇
所
は
保
科

（
一
八
九
九
）
四
四
六
頁
〜
四
四
七
頁
に
よ
る
）
の
よ
う
に
、
神
秘
的
な
音
義
説
を
展
開

し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
音
義
説
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
流
派
に
近
い
も
の
も
存
在
し
た

ら
し
い
。『
国
語
本
義
』（
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
成
）
の
中
で
、
残
夢
は
「
又
近

世
言
霊
を
唱
ふ
る
人
こ
ゝ
か
し
こ
に
聞
ゆ
れ
と
。
言
語
名
義
の
上
は
い
は
す
し
て
。

太フ
ト
マ
キ
ミ
ツ
ク
キ

占
水
茎
な
と
怪
し
き
業
を
つ
く
り
出
て
。
世
の
人
欺ア

ザ
ムく

か
故
に
。
心
あ
る
学
者
は

中
く
に
嘲ア

ザ
ケ

り
笑
ひ
て
。
耳
に
も
触
ず
又
悲
し
む
へ
し
。」（「
惣
論
」、
引
用
箇
所
は
管

（
一
九
九
三
）
一
八
頁
に
よ
る
）
と
い
う
よ
う
に
、
太
占
・
水
茎
の
説
に
つ
い
て
「
世
の

人
を
欺
く
」
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
太
占
は
亀
卜
伝
来
以
前
の
古
代
占
法
を
指

す
が
、
幕
末
に
お
い
て
は
本
田
親
徳
の
鎮
魂
帰
神
の
法
な
ど
、
神
道
霊
学
（
近
代
の
神

道
家
、
友
清
歓
真
の
語
と
し
て
）
的
な
要
素
が
強
い
も
の
と
し
て
表
れ
て
い
る
。
ま
た
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水
茎
は
、『
言
霊
或
問
』（
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
成
）
を
著
し
た
中
村
孝
道
の
言
う

「
水
茎
文
字
」
を
指
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
言
霊
学
と
し
て
の
展
開
は
、そ

の
後
、
望
月
幸
智
、
五
十
嵐
篤
好
、
大
石
凝
真
素
美
ら
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
完
全
に
国
語
学
の
範
疇
を
越
え
、
い
わ
ば
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

と
は
異
な
る
存
在
と
し
て
、
復
古
神
道
系
の
宗
教
世
界
で
の
話
と
な
っ
て
い
く⑬
。
そ

の
範
疇
を
越
え
た
際
た
る
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
神
代
文
字
」
の
論
で
あ
る
。

五
．
神
代
文
字
を
め
ぐ
っ
て

漢
字
伝
来
以
前
か
ら
日
本
に
文
字
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
神
代
文

字
」
の
論
に
つ
い
て
は
、
山
田
（
一
九
五
三
）
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
国
語
学
的
に
見

て
完
全
に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る⑭
。
た
だ
し
、
幕
末
に
お
い
て
、
神
代
文
字
論
が

あ
る
種
の
隆
盛
を
極
め
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、鶴
峯
戊
申
の
『

木
文
字
考
』

（
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
刊
）
や
『
嘉
永
刪
定
神
代
文
字
考
』（
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年

刊
）
に
見
え
る
「
天
名
地
鎮
（
あ
な
い
ち
）」
文
字
に
関
す
る
論
や
、大
国
隆
正
の
『
神

字
小
考
』（
一
八
四
〇
（
天
保
一
一
）
年
成
）、
ま
た
、『
神
字
日
文
伝
』
所
収
の
文
字
を

整
理
し
た
岩
崎
長
世
の
『
神
字
彙
』（
一
八
六
五
（
慶
応
）
元
年
刊
）
の
よ
う
に
、
多
く

言
及
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
語
学
の
成
立
し
た
明
治
以
降
に
あ
っ
て
も
、

神
代
文
字
論
の
存
否
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
言
及
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
田
万
年
は
国
語
学
史
の
講
義
に
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
神
代
文

字
論
に
つ
い
て
も
触
れ
、「〔
神
代
文
字
ハ
〕
一
二
世
紀
、
一
三
世
紀
時
代
ノ
モ
ノ
ナ

リ
。
証
拠
物
件
ハ
、origin

al text

ナ
ク
シ
テ
、
故
意
ニ
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
神

代
文
字
ハ
言
語
ヲrepresen

t

セ
ズ
シ
テ
、
意
図
的
ニ
成
レ
リ
。
又
「
日
文
」
ナ
ル

モ
ノ
ハ
、
甚
ダ
疑
ハ
シ
。」（
古
田
校
訂
（
一
九
八
四
）
二
〇
六
頁
）
と
、
そ
の
存
在
を
全

面
的
に
否
定
し
て
い
る
。
明
治
二
〇
年
代
で
は
、落
合
直
澄
が
『
日
本
古
代
文
字
考
』

（
一
八
八
八
）
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
代
文
字
を
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
神
代

文
字
の
存
在
を
信
じ
て
や
ま
な
い
国
学
者
が
一
定
数
存
在
し
た
こ
と
も
関
係
し
て
い

よ
う
。
科
学
的
な
言
語
研
究
の
進
展
の
た
め
に
は
、
単
に
荒
唐
無
稽
な
も
の
と
し
て

黙
殺
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る⑮
。

と
こ
ろ
で
、
神
代
文
字
論
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
山
田
（
一
九
五
三
）
で
言
及
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
平
田
篤
胤
の
古
道
論
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
篤
胤
が

著
し
た
『
神
字
日
文
伝
』（
一
八
一
九
（
文
政
二
）
年
成
）
に
は
、多
く
の
神
代
文
字
を

博
捜
し
た
結
果
、「
多た

て氐
五
画
（
┳  

┻
┃  

┫  

┣  

う
・
お
・
い
・
え
・
あ
）」
と
「
余よ

こ許

九
画
（
す
・
ふ
・
つ
・
る
・
ぬ
・
く
・
ゆ
・
む
・
う
）」
か
ら
な
る
「
日
文
四
十
七
音
」

（「
日
文
」
あ
る
い
は
「
阿
比
留
文
字
」
と
も
）
を
真
の
神
代
文
字
と
し
た
。
伝
来
に
つ
い

て
は
「
右
の
日
文
四
十
七
字
は
。
行
文
と
有あ

れ
ど
真
字
と
見
ゆ
。
此こ

を
伝
へ
た
る

阿あ

ひ

る
比
留
氏
は
。
対
馬
ノ
国
ノ
卜
部
と
有
れ
ば
。
天
ノ
児
屋
根
ノ
命
の
裔は

つ
こな

る
こ
と
疑う

つ

な

し
。」（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
八
）
一
九
五
頁
）
と
し
て
、
対
馬
と
の
関
係

に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
日
文
が
、諺
文
（
ハ
ン
グ
ル
）
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ

と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
篤
胤
は
、
次
の
よ
う
に
神
代
文
字
が

朝
鮮
へ
伝
来
し
た
と
す
る
、
い
わ
ば
逆
の
観
点
か
ら
反

し
て
い
る
。

さ
て
彼
の
地
に
は
。
か
く
元も

と

よ
り
国く

に
も
じ字

の
無な

か
り
し
か
ば
。
当そ

の
か
み昔

服ま
つ
ろ
ひ従

始そ
め

し
間ほ

ど

よ
り
。
皇み

く
に国

文も

じ字
を
伝つ

た

へ
賜た

ま

は
り
て
用も

ち

ひ
け
ん
が
。
そ
れ
朝
鮮
の
世
宗
が
時と

き

ま

で
。
を
ろ
〳
〵
存の

こ

り
伝つ

た

は
り
け
む
は
。
然さ

も
有あ

る
べ
き
事
な
り

  

彼
の
地
は
、
元も

と

よ
り
訓
語
の
国く

に

な
れ
ば
、
漢
字
よ
り
は
、
早は

や

く
皇み

く
に国

字も
じ

を
用つ

か

ひ
習な

ら

ひ
け
む
こ
と
、
実げ

に
も
尤う

べ

な
る
事
に
ざ
り
け
る
、

故か
れ

そ
れ
に
原も

と

づ
き
て
。
諺
文
を
製つ

く

れ
る
こ
と
。
更さ

ら

に
疑

う
た
が
ひな

き
物
な
り
。

（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
八
）
二
一
〇
頁
）

篤
胤
の
主
張
す
る
「
母
韻
（「
母
音
」
に
相
当
）」
と
「
父
韻
（「
子
音
」
に
相
当
）」
を

字
母
と
す
る
「
日
文
」
は
、
五
十
音
図
の
絶
対
視
の
も
と
、
表
と
し
て
完
全
な
形
を

示
す
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
「
日
文
」
で
な
け
れ
ば
五
十
音
図
は
十
分

に
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
語
の
音
韻
を
五
十
音
図
に
よ
っ
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て
示
す
場
合
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
説
明
が
し
易
く
な
る
こ
と

と
似
て
い
る
。
ハ
ン
グ
ル
も
、
子
音
と
母
音
の
字
母
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
以
上
、五
十
音
図
の
説
明
に
適
し
た
文
字
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
篤
胤
は
『
神
字
日
文
伝
』
の
附
録
『
疑
字
篇
』
に
お
い
て
、
全
国
に
見

ら
れ
る
神
代
文
字
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
行
っ
て
い
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
篤
胤

自
身
が
真
字
で
あ
る
と
し
た
「
日
文
」
以
外
に
、
秀
真
文
字
（「
ホ
ツ
マ
文
字
」）
と

い
っ
た
他
の
神
代
文
字
も
、
幕
末
に
至
る
ま
で
多
く
の
所
で
言
及
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
ホ
ツ
マ
文
字
を
記
し
た
『
秀
真
政
伝
記
（
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
）』（
一
八
四
三
（
天
保

一
四
）
年
刊
、
内
閣
文
庫
本
）
を
検
討
し
た
吉
田
（
二
〇
一
八
）
で
は
、『
秀
真
政
伝
記
』

に
は
「
日
本
の
近
世
期
ま
で
の
神
仏
習
合
思
想
や
和
歌
史
が
踏
襲
」（
九
頁
）
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
し
、
ホ
ツ
マ
文
字
も
「
神
の
形
を
表
す
象
形
文
字
的
な
意
味
を
持
っ
て

お
り
、
神
の
性
を
表
し
て
い
る
」（
八
八
頁
）
よ
う
に
、
梵
字
以
上
に
神
秘
性
が
高
め

ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
神
代
文
字
論
の
背
景
に
は
、
吉
田
神
道
に

お
け
る
反
本
地
垂
迹
説
や
、
歌
学
秘
伝
に
見
ら
れ
る
和
歌
と
神
意
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
主
張
も
垣
間
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
荷
田
春
満
か
ら
賀
茂
真

淵
、
本
居
宣
長
に
至
る
学
統
を
重
視
し
た
篤
胤
は
、
以
下
の
よ
う
に
歌
学
や
仏
教
に

つ
い
て
は
極
め
て
冷
淡
で
あ
っ
た
。

今
の
世
に
古
学
と
称
し
て
。
哥
道
を
立
る
徒
。
蟻ア

リ

の
如
く
多
か
る
に
。
其
ノ
先
生

た
ち
の
伝
を
物
す
る
に
。
契
沖
。
縣
居
。
鈴
屋
を
し
。
三
哲
な
ど
称
し
て
。
此
ノ

大
人
の
事
を
ば
。
都フ

ツ

に
称
す
る
者
な
き
は
。
其
ノ
徒
み
な
哥ウ

タ

作ツ
ク
リ

者
に
て
。
道
の

本
義
を
知
ラ
ざ
る
故
に
。
哥
学
の
方
よ
り
然サ

は
思
ふ
に
ぞ
有
け
る
。
契
沖
は
仏
者

に
し
有
れ
ば
。
然サ

て
も
有
リ
な
む
。
縣
居
。
鈴
ノ
屋
の
二
翁
を
し
。
哥
も
て
称
せ

む
は
。
其
ノ
本
意
に
違タ

ガ

ふ
こ
と
な
り
。
我
が
党ト

モ

の
小コ

子ラ

。
よ
く
此
旨
を
思
ひ
て
。

荷
田
ノ
大
人
の
御ミ

蔭カ
ゲ

を
も
。
常ツ

ネ
ワ
ス忘

る
ま
じ
き
事
な
り
。

（『
玉
襷
』
巻
九
、
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
（
一
九
七
七
ａ
）
四
八
八
頁
）

こ
こ
に
、
歌
学
の
影
響
を
受
け
た
神
代
文
字
と
対
比
し
て
み
る
と
、
幕
末
に
お
い

て
は
ど
の
よ
う
な
神
代
文
字
が
信
憑
性
を
以
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
、
継

承
と
展
開
の
意
味
を
考
え
る
必
要
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
で
あ
る⑯
。

六
．「
国
語
学
」
へ
の
道
―
お
わ
り
に
か
え
て
―

明
治
期
以
降
の
国
学
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
（
二
〇
一
一
）
で
も
触
れ
た
が
、

権
田
直
助
等
の
失
脚
と
洋
学
派
の
台
頭
に
代
表
さ
れ
る
情
勢
下
、
歌
学
的
学
統
観
に

連
な
る
国
学
者
が
主
流
と
な
り
、
ひ
い
て
は
「
国
文
学
」
や
「
国
語
学
」
の
成
立
へ

と
繋
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
保
科
の
よ
う
な
国
語
学
史
編

述
の
態
度
は
、明
治
期
の
国
学
に
対
す
る
認
識
そ
の
も
の
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

時
枝
誠
記
に
至
る
ま
で
の
国
語
学
史
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

一
方
で
、「
国
語
学
」
で
は
扱
わ
れ
な
い
語
源
の
解
釈
等
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
れ

ら
の
解
釈
の
多
く
が
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
音
義
言
霊
学
派
国
学
者
の
言
語
研
究

の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
し
か
も
、
現
代
に
お
い
て
も
そ
れ
は
多
様
な
形
で
展
開
さ
れ

て
お
り
、新
宗
教
系
の
教
義
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
見
方
に
よ
れ
ば「
言

霊
」
は
現
代
に
も
息
づ
く
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
川
村

（
一
九
九
〇
）
は
、
次
の
よ
う
な
極
め
て
示
唆
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
「
言
霊
」
と
い
う
、現
代
で
は
す
っ
か
り
死
語
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
言
葉
と
出

会
っ
た
の
は
、
神
秘
的
言
語
観
、
言
語
の
絶
対
主
義
が
衣
装
を
変
え
て
私
た
ち

の
社
会
に
現
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
ど
ん
な
術
語
を
使
お
う
と
「
言
霊
」
と
い
う

言
葉
と
本
質
的
に
は
変
わ
り
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
か
ら
で
あ

る
。
小
林
秀
雄
、
江
藤
淳
、
吉
本
隆
明
と
い
っ
た
現
代
の
文
芸
批
評
家
た
ち
の

言
語
観
の
本
質
的
な
部
分
に
、「
言
霊
」
と
呼
ん
で
よ
い
よ
う
な
言
語
に
つ
い
て

の
思
惟
が
伏
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
川
村
（
一
九
九
〇
）
三
〇
七
頁
〜
三
〇
八
頁
）
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ま
た
、
鎌
田
（
二
〇
一
七
）
で
は
、
更
に
一
歩
進
ん
で
、
言
霊
思
想
の
淵
源
か
ら
そ

の
宗
教
的
意
味
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
拙
著
（
二
〇
〇
二
）
に
お
い
て
、

日
本
に
お
け
る
言
語
研
究
の
歴
史
は
、
言
語
学
的
な
検
証
の
下
、
そ
の
系
譜
に
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
が
「
日
本
語
学
史
」
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
横
溢
す
る
も
の
や
、
言

語
研
究
の
あ
り
方
を
担
保
す
る
「
国
語
学
（
日
本
語
学
）」
と
い
っ
た
学
知
の
成
立
を

見
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
「
学
史
」
に
押
し
込
め
る
の
で
は
な
く
「
日
本
言
語
思
想

史
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
旨
を
述
べ
た
が
、
幕
末
国
学
言
語
論
は
、

ま
さ
し
く
言
語
思
想
史
的
検
討
を
要
す
る
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
学
知
が
削
ぎ
落
し
た
も
の
の
意
味
で
あ
る
。

藤
岡
好
古
の
尽
力
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
音
義
全
書
』
は
、
一
九
一
三
（
大
正

二
）
年
に
神
宮
奉
賛
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
明
治
期
の
言
霊
学
者
堀
秀
成
の
、
い
わ

ば
遺
書
と
も
言
え
る
集
大
成
的
な
著
述
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は
、
上
田
万
年
が
次
の

よ
う
な
序
を
寄
せ
て
い
る
。

　
　

  

要
す
る
に
対
象
の
御
代
の
我
等
語
学
者
は
、
か
ゝ
る
先
輩
の
研
究
の
績
を
基
礎

と
し
て
、
各
般
の
学
問
の
光
の
下
に
新
し
き
組
織
を
構
成
し
、
先
輩
の
力
と
吾

等
の
力
と
を
合
一
さ
せ
る
責
任
が
あ
る
と
思
ふ
。

（
神
宮
奉
賛
会
編
（
一
九
一
三
）「
序
」
三
頁
）

こ
こ
に
、
そ
の
後
の
上
田
と
神
宮
皇
學
館
と
の
関
係
な
ど
を
横
に
置
く
と
、「
新
し

き
組
織
」
の
内
実
が
窺
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
比
較
歴
史
言
語
学

の
成
果
を
十
分
に
反
映
し
た
科
学
的
な
「
国
語
学
」
が
、
大
正
に
至
っ
て
確
立
さ
れ

た
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ
の
言
で
あ
る
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
音
義
説
は

国
語
学
（
言
語
学
）
的
に
見
て
、い
わ
ば
放
逐
可
能
な
状
態
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
実

際
、
東
京
帝
国
大
学
や
京
都
帝
国
大
学
に
お
い
て
、
音
義
言
霊
論
を
国
語
学
の
問
題

と
し
て
扱
っ
た
研
究
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、国
語
学
が
（
西
洋
）
言
語
学
史
的
に

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
の
音
声
学
研
究
で
は
、
サ
ピ
ア
（E

d
w

ard S
ap

ir

）
が
注
目
し

た
、
語
を
構
成
す
る
音
が
も
つ
象
徴
的
性
質
に
起
因
す
る
「
音
象
徴
（sou

n
d 

sym
bolism

）」
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
例
え
ば
、
浜
野
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
日
本

語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
お
け
る
「C

V

タ
イ
プ
の
語
根
に
現
れ
る
母
音
の
基
本
的
な
音

象
徴
」
と
し
て
、「i

：
線
状
、
細
さ
、
高
音
、
緊
張
」「e

：
野
卑
」「a

：
広
い
、
平

ら
、
広
範
囲
、
目
立
つ
」「o

：
目
立
た
な
い
」「u

：
突
き
出
る
」（
四
六
頁
）
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
動
物
名
称
に
は
共
感
覚
的
音
象
徴
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る

と
い
っ
た
報
告
も
存
在
す
る
（
バ
ー
リ
ン
（
篠
原
・
川
原
訳
）（
二
〇
一
三
）
な
ど
）。
印

欧
語
比
較
歴
史
言
語
学
に
お
け
る
音
韻
変
化
法
則
の
絶
対
視
や
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語

学
に
お
け
る
言
語
記
号
の
「
恣
意
性
」
と
い
う
前
提
の
も
と
で
は
、
音
象
徴
研
究
な

ど
前
近
代
的
で
あ
る
と
し
た
見
方
が
明
確
に
存
在
し
て
い
た
。
イ
ェ
ス
ペ
ル
セ
ン
な

ど
は
「
何
時
の
時
代
に
あ
つ
て
も
素
人
語
学
者
が
好
ん
で
抱
く
概
念
」（
市
河
・
神
保

訳
（
一
九
二
七
）
七
五
〇
頁
）
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
荒
唐
無
稽
で
あ
る
が
、
一
概
に

は
否
定
で
き
な
い
も
の
、
そ
れ
が
音
象
徴
に
対
す
る
認
識
の
実
態
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
明
治
以
降
の
言
語
学
流
入
に
よ
り
成
立
し
た
「
国
語
学
」
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
音
義
言
霊
論
を
非
科
学
的
と
排
斥
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
近
年
の
音
象
徴
研
究
の
特
徴
は
、
実
験
音
声
学
や
心
理
学
、
認
知
科
学
と

い
っ
た
、
よ
り
科
学
的
な
手
法
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
の
再
検
証
に
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
研
究
で
は
、
科
学
史
的
観
点
か
ら
も
あ
っ
て
、
前
近
代
と
の
継
承
性
は
意
図
的

に
排
除
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
秋
田
（
二
〇
一
三
）
で
は
、
音
象
徴
の
研
究
史
に
つ
い

て
「
実
質
的
な
研
究
史
の
出
発
点
は
、
心
理
学
的
・
言
語
学
的
関
心
が
高
ま
っ
た

１
９
２
０
年
代
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。」（
篠
原
・
宇
野
編
、
三
三
三
頁
）
と
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
音
義
言
霊
派
の
主
張
を
実
験
音
声
学
的
に
検

証
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
が
、
今
後
の
こ
と
は
分
か
ら

な
い
。
国
学
言
語
論
の
科
学
的
分
析
と
言
え
ば
、
復
古
的
風
潮
に
同
調
す
る
か
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
い
み
じ
く
も
ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語
学
の
受
容
と
そ
の
超
克
に
、
例
え

ば
音
義
言
霊
論
が
関
係
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
と
は
言
語
思
想
史
的
に
見
て
重
要
な
観
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点
を
提
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
答
え
を
出
さ
ず
に
い
る
限
り
に
お
い

て
、
本
稿
は
、
日
本
語
学
史
と
日
本
言
語
思
想
史
と
の
間
を
半
ば
鵺
的
に
彷
徨
し
た

結
果
の
、
拙
い
目
論
見
で
あ
っ
た
。

注①　
例
え
ば
、
伊
藤
（
二
〇
〇
一
）
に
は
、「
学
者
と
し
て
の
上
田
さ
ん
に
気
の
毒
な
こ

と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
東
大
で
講
義
し
た
国
語
学
史
を
、
弟
子
の
保
科
孝
一
君
が

そ
の
ま
ま
自
分
の
『
国
語
学
小
史
』
に
し
て
出
版
し
た
こ
と
だ
。
も
う
一
つ
は
、早
稲

田
で
講
義
し
た
言
語
学
を
、宮
田
脩
が
『
通
俗
言
語
学
』
と
題
し
て
出
版
し
た
こ
と
で

あ
る
。
も
っ
と
も
あ
と
の
方
の
件
は
人
の
噂
話
だ
か
ら
、
確
実
で
は
な
い
が
、
あ
り
そ

う
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」（
四
〇
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

②　

本
稿
に
関
連
し
て
、野
口
（
一
九
九
三
）
に
は
「
幕
末
国
語
学
の
う
ち
音
義
言
霊
派

は
、
あ
と
ひ
た
す
ら
そ
の
急
傾
斜
を
転
が
り
落
ち
る
だ
け
で
あ
っ
た
。」（
二
九
九
頁
）

と
い
う
指
摘
の
下
、国
学
に
お
け
る
五
十
音
図
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
鋭
い
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、岩
根
（
二
〇
〇
八
、
二
〇
一
三
、
二
〇
一
五
）
の

よ
う
に
、
国
学
言
語
論
に
関
す
る
重
要
な
指
摘
を
含
ん
だ
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。

③　

鶴
峰
戊
申
、
物
集
高
世
に
つ
い
て
は
、
第
二
期
（
橘
守
部
没
ま
で
）
最
終
項
の
左

ペ
ー
ジ
注
記
（
古
田
校
訂
（
一
九
八
四
）
一
七
六
頁
）
に
、
白
井
寛
蔭
、
新
井
守
村
、

岡
本
保
孝
に
つ
い
て
は
第
三
期
最
終
項
の
左
ペ
ー
ジ
注
記
（
古
田
校
訂
（
一
九
八
四
）

一
七
七
頁
）
に
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
が
上
田
の
講
義
内
容
で
あ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
筆
録
者
で
あ
る
新
村
出
が
調
べ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

④　

そ
の
言
で
い
け
ば
、同
じ
く
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
の
本
居
豊
穎
の
父
で
あ
る
本

居
内
遠
（
一
八
五
五
年
没
）
も
言
及
す
べ
き
こ
と
に
な
る
が
、内
遠
に
は
語
学
関
係
の

著
述
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

⑤　

こ
こ
で
い
う
「
元
盛
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
な
お
安
田
校
注
（
二
〇
一
一
）
で
は

「
野
山
元
盛
（『
瑞
組
木
志
遠
裡
』）
か
」
と
し
て
い
る
（
四
一
七
頁
）。

⑥　

宣
長
と
堀
景
山
を
は
じ
め
と
す
る
古
文
辞
学
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
吉
川

（
一
九
七
五
、
一
九
七
七
）
や
日
野
（
二
〇
〇
五
）
に
詳
し
い
。

⑦　

こ
う
し
た
五
十
音
図
を
基
盤
と
す
る
普
遍
言
語
論
は
、西
洋
語
を
も
包
含
し
て
説
明

し
得
る
融
通
無
碍
さ
を
兼
備
す
る
。
従
っ
て
、鶴
峯
戊
申
や
大
国
隆
正
の
著
述
に
見
ら

れ
る
蘭
学
由
来
の
要
素
も
、普
遍
言
語
へ
の
志
向
と
い
う
点
で
は
何
ら
奇
異
な
も
の
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
鶴
峯
戊
申
の
蘭
文
典
摂
取
に
つ
い
て
も
、
西
洋
言
語
学
（
蘭
文

典
）
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、国
学
言
語
論
側
か
ら
の
拡
張
と
し
て

見
る
必
要
が
あ
る
。

⑧　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
遠
藤
（
二
〇
〇
八
）
を
参
照
。
ま
た
、近
世
社
会
に
お
け
る
国

学
の
位
相
を
分
析
し
た
桂
島
（
一
九
九
九
、
二
〇
〇
五
）
の
議
論
は
、国
学
言
語
論
を

見
る
上
で
も
極
め
て
参
考
に
な
る
。

⑨　

こ
れ
は
橘
守
部
の
音
義
説
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、守
部
の
音
義
説
が
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
あ
ま
り

明
ら
か
で
は
な
い
。『
五
十
音
小
説
』（
一
八
四
二
（
天
保
一
三
）
年
成
）
に
は
、「
弘

法
大
師
の
真
跡
の
い
ろ
は
仮
字
の
体
を
見
て
、
つ
ら
つ
ら
按
ず
る
に
、
も
と
漢
字
を
借

て
、
さ
て
其
字
形
は
、
漢
の
筆
法
に
拘
ハ
ら
ず
、
各
其
音
色
の
本
体
に
随
て
、
製
し
給

へ
る
も
の
也
。
此コ
ヽ

に
其
事
を
一
二
い
は
ゞ
、
先
ヅ
阿ア

ワ和
な
ど
の
如
く
、
円
体
な
る
音
に

は
、
其
形
を
あ 

わ
と
や
う
に
円
く
作
り
、
知チ

ツ都
等
の
つ
ぼ
や
か
な
る
音
に
は
、
ち
、
つ

と
や
う
に
、
少
く
丸
く
作
り
、
細
長
き
音
に
は
、
し
と
作
り
、
纏マ
ツ

は
り
廻
れ
る
音
に

は
、
む
、
め
、
も
と
や
う
に
作
り
、
口
鼻
を
兼
て
、
出
安
き
音
に
は
、
う
と
や
う
に
作

り
、
牙
の
間

よ
り
出
る
音
に
は
い
と
や
う
に
作
り
、
唇
の
反ソ
リ

て
出
る
音
に
は
、
へ
と

や
う
に
作
り
給
へ
る
が
如
し
。」（
橘
編
（
一
九
二
二
）
一
九
七
頁
〜
一
九
八
頁
）
と
い

う
よ
う
に
、
仮
名
文
字
に
対
す
る
音
義
的
説
明
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
な
ど
文
字
と
音

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
捉
え
方
を
知
る
上
で
大
変
興
味
深
い
。
な
お
、守
部
の
活
動
と

言
語
観
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
（
一
九
七
二
）、
鈴
木
（
一
九
五
九
〜
一
九
八
九
）
を
参

照
。

⑩　

伊
東
（
一
九
八
二
）
の
記
述
に
拠
る
。

⑪　

た
だ
し
、
直
接
の
言
及
が
あ
る
の
は
初
版
の
み
で
、
以
後
の
版
で
は
品
詞
分
類
法
も

異
な
っ
て
い
る
。
ア
ス
ト
ン
に
よ
る
品
詞
分
類
法
の
改
変
に
つ
い
て
は
、
金
子

（
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

⑫　

圀
雄
に
つ
い
て
は
、明
治
・
大
正
期
の
熱
烈
な
語
源
学
者
で
あ
っ
た
林

臣
の
曾
祖

父
と
し
て
、
む
し
ろ
音
義
言
霊
学
者
と
し
て
の
活
躍
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。

⑬　

明
治
以
降
の
神
道
の
分
野
に
お
い
て
も
、こ
う
し
た
言
霊
学
が
主
流
で
あ
っ
た
と
は

言
い
難
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
代
以
降
の
神
道
思
想
を
め
ぐ
る
藤
田
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（
二
〇
〇
七
）
の
議
論
を
参
照
。

⑭　

神
代
文
字
に
つ
い
て
は
、近
代
以
降
の
復
古
神
道
系
新
宗
教
で
重
要
視
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
宗
教
思
想
史
の
観
点
か
ら
の
分
析
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
百

数
十
種
に
及
ぶ
神
代
文
字
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
吾
郷
（
一
九
七
六
）
等
が
詳
し
い
。

⑮　

幕
末
か
ら
明
治
期
に
お
け
る
神
代
文
字
論
者
に
つ
い
て
は
、
三
ツ
松
（
二
〇
一
七
）

を
参
照
。

⑯　

国
学
者
に
よ
る
神
代
文
字
批
判
に
つ
い
て
は
、伴
信
友
の
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
信
友
は
『
仮
名
本
末　

附
録
』（
一
八
五
〇
（
嘉
永
三
）
年
）
に
お
い
て
、「
世
に

神
代
文
字
な
り
と
て
、
写
し
伝
へ
た
る
が
種
々
あ
る
を
み
る
に
、
多
く
は
亀
卜
の
灼
兆

に
こ
と
よ
せ
て
、と
り
ぐ
に
作
り
た
る
も
の
と
見
え
た
り
。
さ
る
は
中
む
か
し
よ
り
こ

な
た
の
、
唯
一
な
ど
と
い
う
神
道
者
な
ど
の
、
み
だ
り
に
作
り
た
る
も
の
な
る
べ
く
、

又
そ
れ
に
た
ぐ
ひ
て
、
え
せ
人
の
後
に
作
り
た
る
も
あ
り
と
み
え
な
ど
し
て
、
さ
ら
に

う
け
が
た
き
も
の
な
り
。」（「
神
代
字
弁
」）
と
、徹
底
的
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
う
し
た
批
判
か
ら
、
信
友
を
「
科
学
的
」
と
し
て
称
揚
し
て
し
ま
う
の
は
、

近
代
主
義
的
な
見
方
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
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学
史
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林
圀
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帝
国
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学
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稿
で
は
、
参
照
上
の
便
宜
を
考
え
、
明
治
以
降
刊
行
の
全
集
等
（
通
行
本
）
か
ら
引

用
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
鈴
木
重
胤
や
富
樫
広
蔭
の
著
述
に
つ
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て
は
、
全
集
等
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
写
本
・
刊
本
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
句
読
点
に
つ
い
て
は

適
宜
修
正
を
施
し
、
漢
字
の
多
く
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
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学
研
究
科
教
授
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